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＜ 長与町都市計画マスタープランの位置づけ ＞

＜都市計画法＞

●都市計画区域の整備、
　開発及び保全の方針
　（第６条の２）

●区域区分
　（第７条）

①地域地区
　（第８条）

③市街地開発事業
　（第12条）

②都市施設
　（第11条）

④地区計画等
　（第12条の４）

分
野
別
計
画

そ
の
他
の
整
備
計
画

整合 連携

即する 反映

都市計画決定 都市計画決定

総合計画 住民の意見
（第18条の２第２項）

長与町都市計画マスタープラン

（第18条の２）

N

計画対象区域

① 計画対象区域

② 目標年次

　長与町都市計画マスタープランの計画対象区域は、
町全域の ２，８７３ｈａ とします。

　計画目標年次は、長期的な視野に立って将来のまち
の姿を見通した計画とするため、20年後を見据えた概
ね10年後の2030（令和12）年とします。

　都市計画マスタープランとは、都市計画法第18条の２の規定に基づき、市町村が策定する「市町村の都市計画に
関する基本的な方針」です。市町村の創意工夫の下に住民の意見を反映し、まちづくりの具体性ある将来ビジョンを
確立して、将来のあるべきまちの姿を定めるものです。
　長与町都市計画マスタープランの策定にあたっては、本町が定める『長与町総合計画（以下、「総合計画」という）』
を上位計画とし、加えて都市計画関連事項について他の法令に基づく分野別計画とも連携を図ります。
　また、長崎県が定める『長崎都市計画・都市計画区域の整備、開発及び保全の方針』についても、広域的な都市の
一体性を確保する観点から整合を図ります。

１．都市計画マスタープランとは１．都市計画マスタープランとは

２．計画対象区域と目標年次２．計画対象区域と目標年次

Ⅰ．  都市計画マスタープランの基本的な枠組みⅠ．  都市計画マスタープランの基本的な枠組み

都市計画区域　　１，３４２ ｈａ
都市計画区域外　１，５３１ ｈａ
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中央地域核

N

将来都市構造図

４２，０００人
　まちづくりの基本指標となる将来人口フレームは、
次のとおり設定します。

　本町の目指すべき将来の都市像として、町全体のまちづくりの基本的な方向性である理念や目標、フレームを示
すとともに、将来のあるべき都市構造を定めます。

　町内を１つの地域核と４つのゾーンに分け、
これらの機能分担と相互連携によりバランスの
とれた都市の形成を図ります。

Ⅱ．  将来都市像Ⅱ．  将来都市像

１．長与町のまちづくりの理念１．長与町のまちづくりの理念

２．長与町のまちづくりの目標２．長与町のまちづくりの目標

４．将来都市構造４．将来都市構造

３．将来人口フレーム３．将来人口フレーム

幸福度日本一のまち　ながよ

地域核
町における生活圏の中心を構成するために、既存の都
市機能の集積と連携した、新たな都市機能の導入を図
ります。

日常生活の場として、便利で快適な住環境の形成
を図ります。

自然の保全を図りつつ、貴重な自然資源を活用した
自然と親しむ空間の形成を図ります。

いこいのゾーン （住宅地域）

やすらぎのゾーン （景観地域）

自然環境の保全を基本とし、農地の保全や森林の
育成を図ります。

みどりとアグリのゾーン （農業・森林地域）

情報や教育関連の機能を集約するとともに、情報
産業等の産業の振興・創出を図ります。

文化・情報のゾーン（学園地域）

将来人口フレーム（2030（令和12）年）

自然と共生

するまち

町民が主役

であるまち

安全で

安らぎの

あるまち

日常の生活

行動に便利

なまち
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中央地域核中央地域核

凡　　　　　例

中高層住居地域

低層層住居地域

住　居　地　域

商　　業　　地

工　　業　　地

公 共 施 設 用 地

その他(大規模公園)

その他(緑地保全地区)

農　　地　　等

森　　　　　林

河 川 ・ 水 面

地 域 幹 線 道 路

地 区 幹 線 道 路
（ 構 　 　 想 ）
行 政 区 域 界

都市計画区域界

市 街 化 区 域 界

中央地域核中央地域核

南部学園地域南部学園地域

凡　　　　　例

計画的市街地(既成)

行 政 区 域 界

都市計画区域界

市 街 化 区 域 界

地域幹線道路

地区幹線道路
（構　　想）

地　域　核

学 園 地 域

住 宅 団 地

沿道市街地

本川内駅本川内駅

長与駅長与駅
高田駅高田駅

道ノ尾駅道ノ尾駅

土地利用方針図

市街地整備方針図

N

N

　将来都市構造の実現に向けて、土地利用、都市施設、市街地整備、都市環境の４つの分野における整備方針を次
のとおりとします。

Ⅲ．  分野別方針Ⅲ．  分野別方針

Ⅲ－１．土地利用

Ⅲ－３．市街地整備

○良好な自然環境や優良な農地と、住み心地の良い市街地の
共生を図ります。

○人口減少社会に向け、効果的な公共サービスを継続していく
ためにコンパクトな市街地形成を推進します。

○災害ハザードエリアにおける開発抑制を行うとともに、既存市
街地の安全・安心で快適な都市空間を形成します。

○地域の特性に応じた適正な規制・誘導を進めるため、核・ゾー
ンの将来像をもとに、土地利用区分ごとの方向性を明らかに
します。

土地利用の基本的な方針

◆計画的な土地利用の誘導により環境負荷の少ないコンパクトな

　都市空間を創出するとともに、持続可能なまちづくりを目指します。

◆激甚災害にも耐えうる、安全・安心な居住環境の整備に努めます。

◆都市の骨格をなしている山、川、海の豊かな自然を大切に守ります。

◆土地利用の方向性を明確にし、町民の理解・周知に努めます。

土地利用の基本目標

○計画的な市街地整備の推進を図ります。

○新たな開発等においては、周辺地域との連携・調和や幹線・補
助幹線道路との一体的整備等を考慮します。

○現在施行中の高田南土地区画整理事業については、事業の推
進を図ります。

市街地整備の基本的な方針

◆関連法令等に基づく指導・誘導を行いながら、良好な市街地形
成に向け、住宅環境や都市基盤の整備及び維持・管理に努めま
す。

◆持続可能な行政サービスの提供に向けた公共施設の再配置を
検討するとともに、都市基盤の付加価値を高める景観形成やユ
ニバーサルデザインへの対応を進めます。

市街地整備の基本目標
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地域幹線道路

地区幹線道路

地区幹線道路(構想)

川平有料道路

行 政 区 域 界

都市計画区域界

市 街 化 区 域 界

鉄　　　　道

凡　　　　　例

都市公園・緑地

浄化センター

都市公園(ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設)

緑地保全地区等

ごみ焼却施設

市街地外周緑地

主要河川

地域幹線道路

行 政 区 域 界

都市計画区域界

市 街 化 区 域 界

地区幹線道路
（構　　想）

凡　　　　　例

都市公園(ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設)

良好景観・歴史要素

市街地外周緑地

自然系緑地

県立自然公園

沿 道 緑 化

河川・水面

自 然 海 岸

行 政 区 域 界

都市計画区域界

市 街 化 区 域 界

地域幹線道路

地区幹線道路
（構　　想）

長与総合公園長与総合公園

中尾城公園中尾城公園
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長
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南田川内川

南田川内川

丸田岳丸田岳

浦上水源池浦上水源池

猪見岳猪見岳

琴ノ尾岳琴ノ尾岳

長与ダム長与ダム

堂崎ノ鼻堂崎ノ鼻

崎野ノ鼻崎野ノ鼻

橋詰ノ鼻橋詰ノ鼻

馬込ノ鼻馬込ノ鼻

大村湾大村湾

中尾城公園中尾城公園

天満宮公園天満宮公園

高田川
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長
与
川

長
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南田川内川

南田川内川

長与総合公園長与総合公園

交通施設整備方針図 河川、公園等都市施設整備方針図

都市環境整備方針図

N

N N

Ⅲ－４．都市環境

Ⅲ－２．都市施設

○安全・安心なまちづくりの基盤となる
道路、河川等の都市施設整備を計画
的に推進します。

○自動車交通の円滑化を図る交通ネッ
トワークの形成を進めます。

○誰もが便利に移動できる地域公共交
通体系の構築を図ります。

○日常生活に安らぎや潤いを与える身
近な公園・緑地の整備やその他都市
施設の魅力向上・充足化を進めます。

○老朽化施設の修繕及び更新を計画的
に行い、持続可能な都市基盤を維持
します。

都市施設の基本的な方針
◆持続可能な都市基盤の維持に努めます。
◆長期的な展望も視野に入れた効率的な都市基

盤の更新に努めます。
◆総合的な交通ネットワークを確立するとともに、

公共交通の利用が不便な地域におけるコミュニ
ティ交通の導入等を検討し、利便性の向上を図
ります。

都市施設の基本目標

○山、海の自然の保全とレクリエーション的利用の調和を図りま
す。

○河川軸を強調した都市景観の形成、身近な自然環境の創出を
進めます。

○沿道緑化を推進します。

都市環境の基本的な方針

◆豊かな自然の山と海に囲まれた都市環境の良さをさらに高め
ます。

◆都市の発展・形成の基軸となっている河川沿いの空間を河川
軸として設定し、これを中心に都市環境づくりを進めます。

◆市街地の特性に応じた環境形成を目指します。

都市環境の基本目標

－4－



町中心部

長
与
川

長
与
川

南
田

川
内

川

南
田

川
内

川

(主
)長

崎
多
良
見
線

(主
)長

崎
多
良
見
線

(都
)長

与
中
央
線

(都
)長

与
中
央
線(都

)西
高
田
線

(都
)西

高
田
線

(仮)長与・時津・長崎線(仮)長与・時津・長崎線

池堂西時津線池堂西時津線

(

仮)

小
島
田
・

　
　
　

榎
の
鼻
線

(

仮)

小
島
田
・

　
　
　

榎
の
鼻
線

一般国道２０７号

一般国道２０７号

ＪＲ長崎本線

ＪＲ長崎本線

中尾城線

中尾城線

長
与
川

長
与
川

南
田

川
内

川

南
田

川
内

川

(主
)長

崎
多
良
見
線

(主
)長

崎
多
良
見
線

(都
)長

与
中
央
線

(都
)長

与
中
央
線(都

)西
高
田
線

(都
)西

高
田
線

(仮)長与・時津・長崎線(仮)長与・時津・長崎線

池堂西時津線池堂西時津線

(

仮)

小
島
田
・

　
　
　

榎
の
鼻
線

(

仮)

小
島
田
・

　
　
　

榎
の
鼻
線

一般国道２０７号

一般国道２０７号

ＪＲ長崎本線

ＪＲ長崎本線

中尾城線

中尾城線

丘陵地や斜面地の森林の保全

街路樹等による良好
な沿道景観の維持

交通混雑の緩和策の検討

地域公共交通の充実
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住宅団地等における容積率等の
都市計画の見直し検討及び店舗
やサービス施設の立地誘導

南部学園地域の形成南部学園地域の形成

学園都市としてのまちづくり、
企業の立地誘導
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自然海岸の保全

住宅地における良好な住環境の保全と
秩序あるまちなみ景観の形成の促進

長与川の親水空間の適正な維持管理

街路樹等の緑化の維持

中央地域核の形成中央地域核の形成

図書館・健康センターを併せ
た複合施設の整備

主要公共施設や生活関連施設
等のバリアフリー化の促進

商業・業務・娯楽施設等の集
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高田駅高田駅

丸田岳丸田岳

長与港長与港

中尾城公園中尾城公園

長与北小学校長与北小学校

第一浄水場第一浄水場

長与町役場長与町役場

榎の鼻地区榎の鼻地区

長与小学校長与小学校

老人福祉
センター
老人福祉
センター

長与中学校長与中学校

長与町公民館長与町公民館
長与町図書館長与町図書館

働く婦人の家働く婦人の家

長与北部地区
多目的研修集会施設
長与北部地区
多目的研修集会施設

長与浄化センター長与浄化センター 長与総合公園長与総合公園

(県
)長

与
大
橋
町
線

(県
)長

与
大
橋
町
線

長
与
川

長
与
川

高
田
川

高
田
川

南
田

川
内

川

南
田

川
内

川

(

主)

長
崎

多
良

見
線

(

主)

長
崎

多
良

見
線

(都
)長

与
中
央
線

(都
)長

与
中
央
線

(都)三千隠線(都)三千隠線

(都)高田越中央線
(都)高田越中央線

(仮)長与・時津
・長崎線

(仮)長与・時津
・長崎線

県立大学通線県立大学通線

中尾城線

中尾城線

(主
)長

崎
多
良
見
線

(主
)長

崎
多
良
見
線

(

主)

東
長
崎
長
与
線

(

主)

東
長
崎
長
与
線

長与I.C.長与I.C.

女の都I.C.女の都I.C.

Ｊ
Ｒ

長
崎

本
線

Ｊ
Ｒ

長
崎

本
線

Ｊ
Ｒ

長
崎

本
線

Ｊ
Ｒ

長
崎

本
線

(都
)西

高
田
線

(都
)西

高
田
線

川
平
有
料
道
路

川
平
有
料
道
路

至 川平I.C.至 川平I.C.

至 長崎市至 長崎市

高田駅高田駅

本川内駅本川内駅

長与駅長与駅

中尾城公園中尾城公園

長与第二中学校長与第二中学校

県立大学
シーボルト校

県立大学
シーボルト校

町民文化ホール町民文化ホール

陶芸の館陶芸の館

長与ニュータウン長与ニュータウン

サニータウンサニータウン

緑ヶ丘団地緑ヶ丘団地

青葉台団地青葉台団地

まなび野まなび野

南陽台団地南陽台団地

第二浄水場第二浄水場

天満宮公園天満宮公園

長与南小学校長与南小学校

長与南交流センター長与南交流センター

農村部農村部

都市部都市部
東部地域

北部地域

中央地域

西部地域 南部地域

地域区分図

中央地域整備方針図

南部地域整備方針図

N

N

N

　地域区分にあたっては、本町の自治会や小学校区等の日常生活圏を
基本とし、都市計画区域内を中心とした地域を「都市部」、都市計画区域
外を中心とした地域を「農村部」として、右図の５つの地域に区分します。

Ⅳ－１．中央地域

水と緑に囲まれ
活力と交流に満ちた中心地域

中央地域の将来像

①都市機能が集積した中央地域核の形成
②都市計画道路等の主要な都市施設の整備、充実
③既成市街地における良好な住環境の保全、向上
④農業環境との調和に配慮した適正な都市的土地利

用の規制と誘導
⑤水と緑の自然環境の保全と活用

中央地域の整備方針

Ⅳ－２．南部地域

①高等教育機関を中心とした魅力ある学園都市づくり
②住宅団地における住環境の維持・改善
③交通混雑の緩和・地域公共交通の充実
④山林の保全と斜面緑化による連続した緑地の形成
⑤長与川沿いの集団的農地の保全

南部地域の整備方針

誰もが安心して暮らせる
潤いのある快適な居住地域

南部地域の将来像

Ⅳ．  地域別構想Ⅳ．  地域別構想
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琴ノ尾岳展望台からの眺望

自然環境、田園環境の保全

開発行為の適正な規制誘導

堰堤改良等の事業推進

琴ノ尾岳や長与ダム周辺のレク
リエーションを含む環境保全

円滑な鉄道利用の促進

遊歩道等のネットワークや休憩施設、
展望等の維持管理

グリーン・ツーリズムの推進

長与川沿いの田園環境の保全

歩道の整備

地域公共交通の充実

一般国道207号の整備促進
自然景観地の保全とレクリ
エーション地としての活用

公園・広場のレクリエーション地
としての活用促進

レクリエーション地をつなぐ遊歩
道等のネットワークの維持管理

森林や集団農地等の保全

大村湾をはじめ豊富な地域
資源を活用した地域活性化

体験型観光の推進

開発行為の適正な規制誘導地域公共交通の充実

農業生産基盤の整備及び農地の集約

自然環境の保全と活用

都市的土地利用の適正な規制・誘導

(都)西高田線の整備推進

(都)高田越中央線、
(都)三千隠線の整備

高田川の水辺環境の保全と
高田川沿い道路維持管理

店舗・サービス施設の立地誘導

住宅団地等の住環境の向上

地域公共交通の充実

高田南土地区画整理事業の推進

交通混雑の緩和策の検討

良好な市街地環境の形成

高田越・道ノ尾交差点における
交通混雑の緩和策の検討

南部学園地域の形成南部学園地域の形成

学園都市としてのまちづくり、
企業の立地誘導

琴ノ尾岳琴ノ尾岳

馬込ノ鼻馬込ノ鼻

堂崎ノ鼻堂崎ノ鼻

長与港長与港

大村湾大村湾

至 諫早市至 諫早市一
般
国
道
２
０
７
号

一
般
国
道
２
０
７
号

ふれあい広場ふれあい広場

潮井崎公園潮井崎公園

和三郎憩いの広場和三郎憩いの広場

潮井崎交流館潮井崎交流館

つどいの家
（宿泊研修施設）
つどいの家

（宿泊研修施設）

至 時津町至 時津町

至 川平I.C.至 川平I.C.

至 長崎市至 長崎市

長与駅長与駅
高田駅高田駅

道ノ尾駅道ノ尾駅

至 長崎駅至 長崎駅

天満宮公園天満宮公園

高田小学校高田小学校

百合野団地百合野団地

自由ヶ丘団地自由ヶ丘団地

高田中学校高田中学校

高田地区公民館高田地区公民館

ふれあいセンターふれあいセンター 長崎高等技術専門校長崎高等技術専門校

長崎商業高等学校長崎商業高等学校

長崎北陽台高等学校長崎北陽台高等学校

長与ダム長与ダム

上長与地区公民館上長与地区公民館

上長与体育館上長与体育館

洗切小学校洗切小学校

本川内駅本川内駅

猪見岳猪見岳
丸田岳丸田岳

至 諫早市至 諫早市

至 長崎市至 長崎市

琴ノ尾岳琴ノ尾岳

至 諫早駅至 諫早駅

長
与
川

長
与
川

南
田

川
内

川

南
田

川
内

川

(

主)

長
崎
多
良
見
線

(

主)

長
崎
多
良
見
線

中
尾

城
線

中
尾

城
線

(

主)

東
長
崎
長
与
線

(

主)

東
長
崎
長
与
線

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線

中央地域核中央地域核

南部学園地域南部学園地域

長
与
川

長
与
川 南

田
川

内
川

南
田

川
内

川

(仮)長与・時津・長崎線
(仮)長与・時津・長崎線

女の都I.C.女の都I.C.

長与I.C.長与I.C.

(主
)長

崎
多
良
見
線

(主
)長

崎
多
良
見
線 高

田
川

高
田
川

川
平

有
料

道
路

川
平

有
料

道
路

県立大学通線県立大学通線

一般国道２０７号

一般国道２０７号

中尾城線

中尾城線

(県
)長

与
大
橋
町
線

(県
)長

与
大
橋
町
線

(都)高田越中央線

(都)高田越中央線

(都)道の尾線

(都)道の尾線

(都)三千隠線(都)三千隠線

(都
)長

与
中
央
線

(都
)長

与
中
央
線(都

)西
高
田
線

(都
)西

高
田
線

西部地域整備方針図

北部地域整備方針図

東部地域整備方針図

N

N

N

Ⅳ－３．西部地域

緑豊かな環境と共生し
暮らしやすい丘陵住宅地域

西部地域の将来像

①高等教育機関を中心とした魅力ある学園都市づくり
②町内道路・交通ネットワークの形成
③地域公共交通の充実
④主要地方道長崎多良見線沿道地域の良好な市街地環境

の形成
⑤高田南土地区画整理事業等の推進
⑥住宅団地等の住環境の向上
⑦周辺環境に配慮した適正な都市的土地利用の規制と誘導
⑧身近な農地や森林等の自然環境の保全と活用

西部地域の整備方針

Ⅳ－４．北部地域

①自然景観地の保全とレクリエーション地としての活用検討
②自然や農業環境の保全と都市的土地利用の規制・誘導
③交通の利便性の向上

北部地域の整備方針

海を望む 憩いの自然居住地域
北部地域の将来像

Ⅳ－５．東部地域

①自然環境、田園環境の保全とレクリエーション地としての
活用検討

②農業との連携や地域特性を活かした交流の促進
③自然や農業環境の保全と都市的土地利用の適正な規制・

誘導
④交通の利便性の向上

東部地域の整備方針

自然や農業と共生する
安らぎの田園居住地域

東部地域の将来像
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長与川の清掃

行政行政支援
連携

支援
連携

連携・交流

町民町民
まちづくりの主役として、自治活動
や公益活動に対する理解を深め、
積極的・自主的に参加・協力して
いくことが期待されています。

まちづくりの主役として、自治活動
や公益活動に対する理解を深め、
積極的・自主的に参加・協力して
いくことが期待されています。

協働のまちづくりの推進や町民・
民間事業者の主体的な取組を支
援するとともに、関係機関等と連
携・調整しながら、計画を円滑に

進めます。

協働のまちづくりの推進や町民・
民間事業者の主体的な取組を支
援するとともに、関係機関等と連
携・調整しながら、計画を円滑に

進めます。

民間事業者民間事業者
まちの活性化や周辺環境への配
慮などの社会貢献のほか、地域の
まちづくりへの参加など積極的な
取組が期待されています。

まちの活性化や周辺環境への配
慮などの社会貢献のほか、地域の
まちづくりへの参加など積極的な
取組が期待されています。

民間事業者、
各種協同組合、団体

町民個人、自治会、
地域コミュニティ、
まちづくり活動団体

長与町

協働で進める
まちづくり
協働で進める
まちづくり

まちづくりの連携と役割分担のイメージ

　長与町都市計画マスタープランに基づき、まちづくりを実現していくためには、行政だけが主体的にまちづくりを進
めるのではなく、地域を構成する多様な担い手との相互の幅広い協働が必要であり、積極的にまちづくりに参画でき
るような仕組み・体制づくりが重要となってきます。
　そのためには、町民・民間事業者・行政による
協働のまちづくりを進めることが不可欠です。町
民・民間事業者・行政がそれぞれの役割と責任
を果たしながらも、互いに協力・協調し力を合わ
せてまちづくりに取り組んでいくことが必要とな
ります。

１．協働のまちづくりの仕組み１．協働のまちづくりの仕組み

① まちづくりの実現手法

　長与町都市計画マスタープランに掲げる将来都市
像を実現化していくために、都市計画が担う土地利
用や建築物等の規制・誘導手法を活用するとともに、
個別の事業等を推進し、都市基盤の整備に努めます。
　都市計画の各施策や事業の推進にあたっては、計
画の施策・事業化を段階的に進め、計画的に実施して
いくため、各施策・事業の優先順位を明らかにしなが
ら、逐次実施し、必要に応じて都市計画の見直し・決
定を進めます。

② 重点推進プログラム

　長与町都市計画マスタープランに基づき、将来都
市構造や分野別方針、地域別構想で掲げた将来像を
実現する上で、まちづくりの推進上重要となる取組を
重点推進プログラムとして位置づけます。
　都市政策として緊急性や重要性が高く、本町のま
ちづくりにおいて先導的な役割を担うものとして推進
していきます。

２．まちづくりの実現に向けた方策２．まちづくりの実現に向けた方策

Ⅴ．  まちづくりの推進方策Ⅴ．  まちづくりの推進方策

①中央地域核における都市機能の強化
②南部地域における魅力ある学園都市づくり
③高田南土地区画整理事業とその他宅地整備事業の推進
④交通ネットワークと地域公共交通の充実
⑤潤いのある生活環境の形成と豊かな自然環境の保全

重点推進プログラム

①まちづくりに関する情報発信と共有
②民間事業者
③多様な担い手との協働の促進
④協働のまちづくりの推進

まちづくりの連携と役割分担

お問い合わせ先
長与町 建設産業部 都市計画課

　　　　　　　TEL : 095-883-1111　　FAX : 095-883-3337
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